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者は大正 7年卒 9名（男 5名，女 4名），8年卒 9名（男
4 名，女 5 名），9 年卒 6 名（男 4 名，女 2 名），10
年卒 6名（男 3名，女 3名），11 年卒 1名（男 1名，
女 0 名），12 年卒 4 名（男 2 名，女 2 名），13 年卒
3 名（男 1 名，女 2 名），14 年卒 5 名（男 2 名，女
3名）であり，大正 7年から 14 年までの合計は 43














該当する。乙字はまさに大正 5年に 4月 5日付で講





Training Teachers holding Two Licenses to teach Music and Japanese
− in connection with Haiku Poet Osuga Otsuji as a Professor 








卒業年 男 女 男女合計
大正 7年 5 4 9（28）
大正 8年 4 5 9（20）
大正 9年 4 2 6（27）
大正 10 年 3 3 6（23）
大正 11 年 1 0 1（23）
大正 12 年 2 2 4（24）
大正 13 年 1 2 3（23）
大正 14 年 2 3 5（29）
大正 7年～



































に感染して大正 9年 1月 20 日に 39 歳で急逝した。
　俳人乙字の研究は国文学から行われてきた。乙字
は東京音楽学校教授時代には生徒を連れて吟行する
こともあり，大正 6年 6 月には箱根，同 7年 10 月
には榛名，赤城の山々を巡った。同 8年 10 月には
松本へ演奏旅行に行く生徒を引率し，帰途に戸隠山






















鳥居忱（明治 15 年 3 月 1 日～明治 21 年 11 月 30 日，
明治 21 年 12 月 6 日～大正 2年 11 月 25 日在職。教
授，分教場主事），黒川眞頼（明治 24 年 10 月 7 日
～明治 32 年 5 月 31 日在職。教授），佐藤誠實（明
治24年10月 7日～明治28年2月25日在職。教授），
大和田建樹（明治 25 年 2 月 25 日～明治 37 年 12 月
13 日在職。講師），中村秋香（明治 25 年 3 月 8 日
～明治 37 年 12 月 13 日在職。講師），旗野十一郎（明
治 25 年 9 月 2 日～明治 41 年 4 月 1 日在職。講師），
武島又次郎（羽衣）（明治 31 年 9 月 20 日～明治 44
年 9 月 8 日在職。教授），吉丸一昌（明治 41 年４月
21 日～大正 5年 3 月 7 日在職。教授，生徒監），高



















「歌文」（楽歌部 1，2，3 年次とも週 7時間），「支那




























3 年次とも週 2 時間の履修である（表 2 の①）。し
かし 36 年度には「詩歌評釈」が 1年次のみ週 2時
間に削減され，新たに「国語及漢文」と「英語」の
うち 1科目を選択し 1年次週 4時間，2，3年次週 5
時間の履修となった（表 2の②）。「国語及漢文」は
























週 8時間の履修となった（表 2の⑤）。大正 5年度
の「国語及漢文」が国語科の免許科目になり国語を























茶の水女子大学 1984：84）といい，明治 36 年度，
40 年度，42 年度，44 年度に限って国体を開設した。
国体の国語に関する科目は「国語（購読，文法，作







甲師では週 6時間が 3年間で 18 時間）。甲師の「漢
文」の総時間数は国体と同じく 6時間である（国体
では週 3時間が 2年間で 6時間，甲師では週 2時間
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①明治34年度（1901）
科目名 甲師 1年 甲師 2年 甲師 3年
詩歌評釈 2時間 2時間 2時間
英語 2時間 なし なし
②明治36年度（1903）
科目名 甲師 1年 甲師 2年 甲師 3年
詩歌評釈 2時間 なし なし
国語及漢文 4時間 5時間 5時間
英語 4時間 5時間 5時間
補足：「国語及漢文」と「英語」のうち 1科目を選択する。
③明治40年度（1907）
科目名 甲師 1年 甲師 2年 甲師 3年
国語及漢文 6時間 6時間 6時間
補足：「詩歌評釈」と「英語」を削除し「国語及漢文」を増やす。
④明治42年度（1909）
科目名 甲師 1年 甲師 2年 甲師 3年
国語 3ないし 6時間 3ないし 6時間 3ないし 6時間




科目名 甲師 1年 甲師 2年 甲師 3年
国語及漢文 3ないし 8時間 3ないし 8時間 3ないし 8時間





科目名 甲師 1年 甲師 2年 甲師 3年
国語 3時間 3時間 3時間
英語 3時間 3時間 3時間
補足：「国語」と「英語」の2科目必修となる。国語科教員志望者には別途「国語及漢文」
を 5時間課す。














姓遠藤）久恵（山口高女，大正 10 年度），大正 9年
度卒では今吉惺（中津高女，大正 10 年度），杉本秀
治（京都府女師，大正 15 年度），島本貞（福崎高女，
大正 15 年度），魚田貞（神奈川県高女，大正 10 年度，
11 年度），大正 10 年度卒では小倉美江（玉島高女，
大正 10 年度），以上 7名である。
４．甲種師範科の国語科教員養成の終焉
　乙字は大正 9年 1 月 20 日に在職のまま死去した












覧』大正 6年度），同年 11 月 14 日付で東京音楽学
校内に設置されていた邦楽調査掛の主事に任じられ
ると「邦楽調査」が主務となる（『東京音楽学校一
覧』大正 7 年度，8 年度）。しかし大正 9 年 1 月に
乙字が死去すると同年 4月に高野は国語担当として
授業に復帰した。乙字が担当した修身については大













る（坂本 2008）。大正 12 年には授業科目の見直し
があり，翌 13 年度のカリキュラムを見ると甲師で
は「国語及漢文」が削除される一方，「国語」と「英語」
























































たが，大正 7年から 11 年までの卒業生は乙字の漢
文を 1年以上受講したと考えられ，大正 7年卒では
全 28 名中 9 名（全体の 32％），大正 8 年卒では全
20 名中 9 名（全体の 45％），大正 9 年卒では全 27
名中 6 名（全体の 22％），大正 10 年卒では全 23 名

































月 8日学友会第 17 回土曜演奏会「戦死者の霊に」








謡），10 月 27，28 日学友会秋季演奏会「風の音」
（バッハ作曲），「海と言葉」（バッハ作曲），大正
7年には 5月 25，26 日第 34 回定期演奏会「静け


























































 （2018 年 10 月 22 日受付）
 （2018 年 12 月 19 日受理）
